
保護者の皆さまへ 
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新潟市の給食 
 

 

 

 

 

 
     
【一例】 中学校 副食の食材使用量   （新潟市標準献立 令和６年度実績 重量は１人あたり平均） 

 

体をつくる 
もとになる 

（たんぱく質など） 

エネルギーの 
もとになる 

（炭水化物・脂質など） 

体の調子を整える 
もとになる 

（ビタミン・ミネラルなど） 

食材重量 １０５．２ｇ ６０．０ｇ １５３．２ｇ 

20 政令市順位 第２位 第２位 第１位 
   

新潟市調べ（三色食品群による分類）。調理に使用した水の重量は含まない。 
令和６年度のスクールランチ（食缶方式による全員給食に切り替え済み）は含まない。 

 
今年度の給食費                           

今年度、本市では、物価高騰対応の国臨時交付金を活用することで、１月あたりの食材費約

７，６００円に対し、約１，２00 円を支援して給食費を昨年度と同額 （月額約６，４００円 令和６

年度水準）に据え置いています。 
 

食材費 約７，６００円／月 （約８３，６００円／年） 

保護者負担額 

約６，４００円／月 （約７０，４００円／年） 

本来は保護者負担 

約１，２００円／月 

（約１３，２００円／年） 

 

 

 
 

 
来年度の給食費  

現在、給食の質・量を維持していくことを前提に、食材購入の工夫等を通じて給食費の抑制

に取り組んでいます。来年度における給食費等については、決まり次第お知らせします。 
 
 

 
【ご意見・ご感想はこちらへお寄せください】 
 
新潟市教育委員会保健給食課 hokyu@city.niigata.lg.jp  （☎ ０２５－２２６－３２０９）  

令和 8 年 10 月 9 日 

支援額は各校の給食日数等により異なる。 
月額は国計算にならい 11 月で算出。（各期の納付額ではない） 

市報にいがた「新潟
市のおいしい給食」
特集をこちらの２次
元コードからご覧い
ただけます。 

本市の中学校給食の現状について理解を深めていただく

ため、新しい情報を保護者の皆さまにご提供していきます。 

本市では、日本一の米どころとして、市内産の米飯給食

にこだわり、新鮮な野菜や果物等の地元食材を積極的に献

立に取り入れています。栄養バランスや、食材の質と量、種

類の豊富さなどの面で充実した給食を提供しており、他の

政令市と比べても、トップクラスの内容となっています。 

今年度は、市が支援 

給食費を据え置き（昨年度と同額） 

mailto:hokyu@city.niigata.lg.jp

